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1序 論
きたなかぐすく
人びとの往来が激 しい沖縄本島中部の北中城郊外に、一軒のアパー トがある。そ
れは、アメリカ海兵隊キャンプ ・フォス ターからは車で約10分のところにあ り、小
さなサ トウキビ畑の、道をはさんだ対面にある。4階の一部屋を間借 りしている住人
の特別な事情について述べるが、ここで触れること以上に何か際立った特徴があるわ
けではない。アパー トの賃貸契約書ではシマブクロ ・ユキのみが居住者 となっている
が、実際に住んでいるのは、ユキ本人と、彼女の夫でアメリカ海兵隊(USMC)上等
兵であるジョシュ ・アイズナー2)のふた りであった。この小 さな住居には手狭なキッ
チンがあって、それに続 くリビリングルームには、使い古 した黒色レザーの長椅子と、
ガラス製の台をのせたコーヒーテーブルとが、それぞれぽつんと置かれていた。 どち
らの品も、ときおり開かれる基地内のバザーで手に入れたものである。暑苦 しく、風
通しの悪い室内だったが、エアコンのスイッチは入れられていなかった。 日中使 うと
とても高 くつくためだと、ユキは申し訳なさそうに説明した。アイズナー夫妻は、自
分たちの個人的 ・家族的背景、ジョシュとユキの両親とのあいだの多難な関係、そし
て文化的国境を越えて結婚することに至る、慎重に考え抜いたうえでの結論について
話 してくれた。ジョシュのことばの端端には、アメリカ海兵隊の公式規定 ・規則に対
する彼の苛立ちが表れていた。
　 　
結婚してほしい、ユキにそう伝えてから分かった。夫婦になるまでにどれだけ面倒
なことをしなければならないかってことです。海兵隊では、書かなきゃならなV}例
の 「パ ッケージ」があって、それも、結局のところは、一度も会って話 したことが
ない将校(第一海上上陸部隊の将校)に、結婚を許可 して くださいとお願いするよ
うなもんだった。 しかも、僕がちゃんとした子を選べているかどうか、判断をお願
いするようなもんで した。
アイズナー夫妻 は、軍組織 による この ような管理 に従 うよ り、「町に出て」結婚する
ことを選 んだ。その結果、ユキは 「コマ ン ド ・スポンサ ーシップ」が得 られなかった。
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つまり、彼女は軍のヘルスケアを利用することができず、軍人家族むけの航空便を利
用することもで きなかった。また、エァコンが効いたもっと広い住居で暮 らす ことも
できなかった。
沖縄でも他の地域で も、アイズナー夫妻のように、結婚や家族に関わる米軍の公式
規定 をくぐり抜けて暮らす軍属の家族は多い3)。結果的に、組織による管理の網の目
をくぐり抜けることは、ある程度可能である。 しかし、自伝的出版物、インターネッ
トのプログ、また民族誌的手法のインタビューから分かるように、「正式な手続 き」を
経て結婚 した夫婦にとっても、軍人の結婚 と家族に関する軍の規則は、米軍が過度な
監視 と管理 を一般兵(rankandfile)に及ぼしていることの徴 としてとても評判の悪い
ものである4)。
本論文では、総称 して 「マリッジ ・パ ッケージ」と呼ばれている複雑な手続 きにつ
いて述べる。マ リッジ ・パッケージは、海兵隊と海軍の兵士が日本で法的に有効な国
際結婚をするための唯一公的に認められた手段 として、ワシントンのアメリカ海兵隊
本部によって定め られたものである。しかし、非常に長いプロセスになることを知っ
た隊員 とその婚約者から、不必要で、実行不可能で、不当なものとして非難 されるこ
とが多い。本論文では、マリッジ ・パッケージに見られる軍人の結婚 と家族をめぐる
軍組織の言説に関 して、とくに 「外国籍をもつ」配偶者が関わる場合の言説について、
軍属 とその配偶者がいかにそれを受容 し、抵抗 し、そ して/あ るいは再編 しているか
に焦点を当てる。とくに注目するのは、軍属であることの経験 と語 りに対 して、そし
て沖縄の米軍兵士たちの社会的アイデンティティや自己に関わるその他の諸相に対 し
て、そのような組織的言説がいかなる影響を与えるかについてである。加えて、沖縄
人配偶者の声についても考察する。そうした沖縄人配偶者は、地元の基地反対運動に
身を置 き、フェミニス ト的立場をとる同郷者 とは全 く異なる性格の主体を内面化 して
いる。
「マ リッジ ・パッケージ」は、米国と日本の政府がそれぞれ発行する数多 くの書類
を要するもので、両当事者の健康診断に加え、申請者の国籍や家族的背景を証明する
ものなどが含まれる。この手続きの中心 かつ強い不満の対象一 となるのは、参
加必須の2日間の婚前セミナー と、従軍牧師㈱主2)によるグループカウンセリングで
ある。セ ミナーの手続きと内容は、明らかに、アメリカ人男性が世帯主であることを
前提にしてお り、軍組織内で広 く浸透 しているジェンダーと人種に関わるイデオロギ
ーと、軍人の外国人妻に対するお決まりのステレオタイプが、セミナーでの話題提供
のなかで頻繁に現れる。その一方で、セミナーの説明では、夫婦間の意見対立を根源
的な男女間の対立として扱 うこともある。セミナーの参加者には、このようにして、
理想的な軍人家族をめ ぐる米軍仕様のモデルが刷 り込まれてい く。それによれば、男
性は戦闘に参加することによって国に奉仕 し、一方で、女性は軍人である夫を支える
ことによって国に奉仕するものとされる。米軍の もとでの沖縄の長期にわたる政治経
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済的服 従の背景があ るにもかかわ らず 、セ ミナーでは、米軍駐留 につ きまとう社会 的 ・
政治的不平等 を、 自然 な性差 や結婚 、家族 とい う、 よ りソフ トな表現 にす り替えて し
まうのであ る。
このよ うにマ リッジ ・パ ッケージは、米 軍施設のあ る沖縄や その他 の海外 拠点で、
そ れ ぞ れ の 地域 ご とに ジ ェ ン ダー と人種 の 点 で 特殊 な 「文 化 的市 民 権」(cultural
citizenship)を形作 るための便利 なツー ルと して機能 している。本論文でい うところの
「文化的市民権 」とは、文化的境界線 に沿 って一 人ひ と りを、例 えば国の恩恵 や保 護
を受 けるの に価 す る社会 集団の成員 とみ な して、国家お よび国家機 関に結 びつ ける
(あるい は従 わせ る)考 え方 の ことであ る。個 別の判断形成 においてマ リッジ ・パ ッ
ケージが効果的 なの は、軍人の行動や人間関係 の うち、最 も私的かつ個人的 なことに
焦点 を当ててい るか らであ る。 しか し、私 人 ・個 人 さらには職業人 としての責任 なら
びに文化的市民権 に関 わる諸 々の公式の考え方 を貫徹す る とい う点で、軍の影響力 に
は限界が ある。
こ こで提示 す る事例 は、軍人の トラ ンス ナシ ョナ ルな結婚 に関 して、沖縄 で2000
年 か ら2002年のあい だ、 そ して再び2009年に実施 した フィー ル ドワークに よる もの
である。 それには、私が2002年3月に観察 した海兵 隊 コミュニテ ィ生活支援サー ビス
(TheMarineCorpsCommunityServices}MCCS)によ る 婚 前 セ ミ ナ ー(premarital
seminar)の広範 囲にわたる記述 と分析が含 まれる。 この事例 を、沖縄 において現在 も
続 く米軍 の駐留 につ いての広範 な歴史的 ・政治的文脈 との関わ り、 とくに軍人が関与
す る性 の経済 と政治 との関わ りの なかで分析 す る。 トランスナシ ョナルな軍 人夫婦へ
の半構造化 イ ンタビュー と参与観 察5)から更 にデータを得 るこ とで、結婚や家族 に関
する軍組織 の制度化 された語 りと、米軍兵士 ならびにその配偶者 の主観 的な考 え及 び
経験 との根本 的な緊張 関係が 明 らか になった。 また同時 に、主体 の立場 、権力 、エ ー
ジェ ンシー、そ して国家機 関のひ とつ と しての軍隊 について批判 的な疑 問点が生 じて
い る。本研 究 は、キ ャサ リ ン ・ル ッツ[Lutz2006]がい うところの 「帝 国の民族 誌」
(ethnographiesofempire)に、す なわち米軍基地 とそ の周辺 に住 む人 び とに向 き合い、
アメ リカ帝国主義の じっ さいの表情 とその弱点 を明 らか にす る、その ような人類学 的
研究に寄与 する ものである(訳注3)。
H文 化的市民権と軍の正式な結婚手続き
文化人類学において、「文化的市民権」といえば、国家権力の側からの高圧的な市民
権の定義と、外から押 し付けられたイデオロギーと政策に対 してそれぞれの立場から
受容または拒絶 し、変容を加える(しばしば周縁化された)一般市民の対応 とのあい
だの相互交渉のことである[Rosaldo2003]。文化的市民権がどのような形をとるかは、
それぞれに制度化された社会的状況において 「しかるべ き」「ふさわ しい」関係構築が
}
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どのように理解されているかによるものであ り、「進歩」あるいは 「文明化」ならびに
市民の 「後進性」が どの ように取 り組 むべ きとされているのかによるものである
[Horton2004;Gammeltoft2007;Fong2007]。
アイファ ・オング[Ong1996]は、東アジアおよび東南アジアにおける国家権力 と
市民権の変動するダイナミクスの分析を通 して、主体化のプロセス、すなわち 「監視 ・
規律 ・管理 ・行政の枠組みを通 して同意を生む権力関係によって生 じる、フーコー的
意味での自律的かつ他律的な自己形成」のプロセスとしての文化的市民権について考
察 した[Ong1996:737]。オングはこのプロセスのなかでの国家機i関の役割を強調す
る。「人種ならびに文化の面で特定の所属をもつ こと/もたないことについての支配
的思考は、もっぱら国家そして非国家組織の営みのうちに集中 し、それを媒介 として、
特定方向と拡散方向の両面で主体を形成 してい く」[Ongl996:738]。ここ数十年、
アメリカのネオリベラリズムの拡張によって、支配する側 と支配される側の関係性に
組み替えが生 じ、国家政府と管理手段 とを引き裂 き、市場資本主義の要請を取 り入れ
ることになっているという面もあるだろう[Ong2006[訳書2013]]。それにもかかわ
らず、国家機関は、 とくに生政治的な統治の方法における関わり合いを通 じて、主体
構築の過程において重要な役割を担い続けている。それは「統治体制によって利用さ
れた り管理された りする生命ある資源としての個々人の能力や潜在力」に向かうもの
である[Ong2006:6[訳書2013二22];cf.Foucault1978]。
沖縄ならびに世界の米軍施設の至るところで、公式な結婚手続 きと家族をめ ぐる諸
　　　
規則 は、生政治的 な統治 と文化的市民権の プロセスの 「場」と しての役割 を果た し続
けている。歴史上の欧米の植 民地主義 と類似 して[Stoler2006]、米軍のガバナ ンスは、
敵の戦闘員 、占領地 の市民、お よび米軍兵士の身体 を通 して働 きかける。軍 は、複雑
かつ手の込んだ役所 的な規則 と手続 きを利用 して、ふつ うな ら耐 え られない はずの行
動 を遂行する ことに動 じない、 そ して 自分の命 よ りも戦友 と任務へ の忠誠 を優i先す る
ことに動 じない隊員 を養成す る訓練法 を強化 している。性 ・感情 ・家族 を含め た男女
交際の管理 は、軍法体系 の重要 な構成要素であ る。例えば、海を越 えた結婚 は、地位
協 定(StatusofForcesagreements)と一般行動準則(GeneralOrdersofConduct>に従 って
定め られた地域特有 の一連 の法令 によって支配 されている。
　 　 　 　 と 　
民族/人種間の階層秩序をめぐる言説や、理想的な軍人家族をめぐるジェンダー化
されたイメージは、結婚に対する軍公式のアプローチを構築する際に重要な役割を担
う。例えば、海兵隊基地支援サービス(MCCS)による婚前セミナーでは、米軍の現
役軍人が沖縄人女性 と恋愛関係にあるとはどういうことを意味するのかについて
隊員側の言語 ・家族 ・経歴 を優先するという前提も含めて 様 ざまなかたちで不平
等な当事者の立場 を生み出し、ジェンダーと民族/人 種の境界線 ごとにセミナー参加
者を区別するところがある。そのようなプロセスは、沖縄の多 くの米軍兵士のうちに
権利と責任の考え方を高めるものであり、恩恵的莉益 ・特権 ・統制を繰 り返 し強調す
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るところにそれが示 されている。例えば、米軍兵士の多 くは、沖縄の人びとこそがア
メリカ人とコミュニケーションを取るために英語を学ぶ負担を負うべ きだと信 じてお
り、自分 自身では日本語を学ぶ意欲 も、その必要性も感 じていない。米軍兵士の多 く
は、基地の外側での文化的な知識や感性が深刻なほどに欠如 していることが見るから
に明らかで、地元の商店主や沖縄の近隣住民が馴染み深いアメリカの社会的習慣に従
って行動するのを期待 しているだけである。さらに、レイプを含む、沖縄の人びとに
対する米軍兵士の犯罪に対 して、軍の構成員は皆、不十分な関心と反応 しか示さない
[Angst2003;Enloe2000]o
しかしながら、このような「真実の体制」(regimeoftruth)は、軍の構戒 員の問でさ
え、不問のままにされているわけではない。マリッジ ・パッケージやその他の制度的
支配に対する、アイズナー夫妻そ して彼 らのようなカップルの批判的立場は、人種 ・
国籍 ・階級 ・ジェンダーに加えて構成員そ して部隊の問にもある序列関係のうえに不
安定なかたちで築かれた、そのようなものとしての軍隊の力に裂け目があることを暴
いている。 しかし、結局のところは、厳格な軍事訓練ならびに規律が、不協和音への
やや柔軟なアプローチをも備えなが ら、軍事力を海外に配置するために不可欠な市民
権 と帝国の観念を、「許容可能」かつ有意なかたちで広めつつある。アメリカの帝国主
義は、物理的強制によるだけではなく、グローバルな米軍の存在を自然なもの、正常
なものとするための 「文化的言語」によっても支えられており、米軍の存在を目立た
ないもの、避けられないもの、正当なものに見せている[Lutz2009:20-29]。おそらく、
ルッツが議論 した功利主義 と人道主義の言説よりもさらに捉えがた く潜在的なかたち
ではあるが、アメリカ軍国主義の管理体制への順応、あるいはそれに対する公然たる
抵抗でさえも、市民権 とアイデンティティをめ ぐって占領地の人びとと米軍兵士 とが
それぞれに抱 く、軍仕様のものとは正反対の考え方を取 り込むかたちで、アメリカ帝
国を支える権力のダイナミクスを再生産 し続けることに寄与 している。
III沖縄 におけ る軍の トランスナシ ョナルな婚姻の歴史
米軍は、太平洋戦争の最大かつ最 も壮絶な戦いが繰 り広げられた1945年以来、日
本の47都道府県の最南端に位置する沖縄で大規模な駐留を維持 してきた。沖縄戦後、
米国当局は、琉球諸島を米軍の前衛配備のための訓練場 と基地に変えた。沖縄は
1972年に日本に復帰を果たしたが、米軍は県内での駐留を維持 し続けている。今日、
日本における米軍キャンプの75パー セント以上が沖縄県にあり、米軍兵士 ・民間人
雇用者 ・家族が5万人以上駐留 している[OkinawaPrefecturalGovernment2004]。
若い米軍兵士 と沖縄の人びととの恋愛関係は戦後 を通 じて珍 しい ものではなかっ
た。しかし、軍の指導部は米軍兵士(Gls)と沖縄人女性との結婚にできるだけ反対 し
てきた。1945年8月の日本降伏後、米軍政府は、私的交際を禁止する公式規制を日本
」
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全土に導入 した。連合国軍最高司令部総官令部(SCAP)の通達7号は、米国の多 くの
州における移民法、さらには異人種間結婚禁止法に言及 して、米軍兵士が日本人女性
と結婚することについて軍 としての承認を与えないことを通達 した[Koshirol999:
156]。1946年5月、連合軍最高司令官は、日本在留のアメリカ人は法律婚をする場合
には日本の民法に従うべ きことを決定した。この命令により、多 くの米軍兵士は、た
とえ軍の正式な承認を得 られないとしても、神前式、仏教式、あるいはキリス ト教式
を挙げて、 日本人女性 と法律婚 を結んだ。 しかしなが ら、米国の移民法は、日本人
日本人の血を50パー セント以上 もっている者と定義される が米国に入国 し、
市民または永住者になることを認めなかった。そのため、米軍兵士が日本人妻 と子 ど
もたちを米国へ連れて帰ることはできなかった。1947年6月に取 り決められた移民割
当の30日間の猶予を除いて、日本人妻は1952年にマ ッカルンウォルター法が通るま
で、移住することを許されなかった。
1950年代から1960年代にかけて、沖縄では、軍人の トランスナショナルな結婚は、
軍の側からも地元沖縄のコミュニティの側からも強く拒絶され続けた。この時期に沖
縄人女性 と結婚 した軍人は、私からのインタビューのなかで、膨大な役所的手続 きの
壁 と司令官からの硬軟取 り混ぜての反応があったことについて語った。退役飛行士の
レイ ・ホーナー(ア サノ ・カッコと交際 を始めた1968年当時は19歳だった)は、次
のように振 り返った 「誰であれ同棲 していることがばれたら、彼[司令官]は表
向きにはそれを容認するわけにはいかなかった。でも、緊急事態のときに居場所が分
からないといけないか ら、実際の住所 をロケーターカー ドの裏に記載 しておいてほし
いと言っていた。それは、暗黙の了解のようなものだったんです」。他の司令官は、
沖縄でも米国でも公的に承認されないという理由で、異人種間の恋愛関係にいつも決
まって反対だった。ジョージ ・ジョンソン(1966年に結婚)は、次のように説明した
「最初に言われたのはこんなことで した。『君は国から離れてひとりぼっちで寂
しいだけなんだ。結婚 したいと言っても君の家族は受け入れられないにちがいない。
君は、頭を使って考えずに、ただ君のうちにあるテス トステロンのいいな りになって
いるにす ぎないんだよ』」。海兵隊の退役軍曹であるリック ・マーシャル(1972年に結
婚)は、このように不満を述べた 「従軍牧師が口にしたのは、こんな人たちが ど
んなに汚 らわしいかということ。それに私たちのことについてまで、本当に私が求め
ていたのは、夫婦になることではなかったとまで言ったんです...」。ベ トナム戦争で
の負傷から回復 し、1986年に結婚 した トム ・グリシャムによると、ある砲兵軍曹は、
　　 り
彼の結婚申請書を破 り捨て、こう桐喝した一 「いまいましい連中と結婚したいって
いうんなら、俺は絶対に認めない」。このような日本人に対する個人的かつ組織的な
人種差別が、米軍兵士と沖縄人女性 との結婚に関する軍の規則の政治的 ・文化的背景
として存在 したのである。
また、米軍の沖縄駐留に性が関与した点に着 目することは、米軍人と沖縄人女性 と
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が出会い、交際 し、そして結婚する地元の文脈 を理解するうえで不可欠である。沖縄
戦の後、米軍が村落の農地を大規模 に接収したことで、農家は生計を維持 してい くた
めの代替的な手段を見つけることを余儀なくされた。農家の人びとの多 くは、仕事を
探 して、勃興する 「基地の町」に移 り住んだ。その後30年にわたり、そうした地域は、
巨大な基地関連サービス産業 に依存 した都市へ と発展 した[SturdevantandStolz血s
1993]。占領期のあいだ、地元の性産業に軍の組織的関与があったことは、Aサ イン
システムの存在から明らかである。Aサ インシステムとは、公衆衛生に対する軍の公
的基準に適合 したレス トラン・バー ・キャバレーに対 して、目につくところに大文字
の 「A」そ して 「軍認可」の文言を表示するよう指示するものであった。
このような社会政治的文脈のなかで、沖縄人女性は、どのような場合でも米軍兵士
と男女交際することを、家族や隣i人か ら反対されていた。一般的なステレオタイプで
は、米軍兵士 と交際し結婚 した女性は、沖縄の大規模基地の門前に溢れる売買春 と結
びつけて理解 されていた。1960年代後半に海兵隊の下士官(NCO)と結婚 した ミヤギ・
サ トコは次のように回想する。
昔は沖縄の若い女性が米軍兵士 と出会い、交際 し、あるいはその場限 りの性的関係
をもち、妊娠 し、結婚せずに子 どもを産むことがよくあ りました。彼女たちは、お
も とぶ
ばあやお じいに子 どもを預 け、基地の町や 日本本土に働 きに出ました。本部や
な き じ ん
今帰仁のような村では、ブロンドの髪の幼い子 どもが祖母と一緒に歩き回っている
のをよく見かけたものです。ほとんどが売春に手を染めた母親の子どもであると思
われていたので、年配の人びと、祖父母はその子 どもたちの存在を恥ずか しいこと
だと考えていました。
一般的に、米軍兵士と性関係 をもつことは、道徳的に不純な行為だと考えられてい
た。それは、多分に、米軍兵士を戦争 と人殺 しに結びつけて考えていたことによる。
しか し、米軍兵士と沖縄人との人種的区別を強調することは、道徳的な純潔さをめぐ
る考え方と人種的な純潔さをめぐる考え方 との結びつきを表すものでもある。1940
年代後半には、当地の米軍関係者の協力を得て、特別なバーやキャバレー街が創設さ
れ、これが道徳的 ・人種的封じ込めのための重要戦略となった。ソーシャルワーカー
の島マスは、沖縄のある基地の町の状況について次のように回顧 した。
こえ くそん ちゃたん か で な
その頃の越來村はすでに基地沖縄 を象徴する姿になっていました。北谷村 ・嘉手納
よみたん みさと
村 ・読谷村 ・美里村に隣接 する部落は米軍キャンプに囲まれ[ていました。](中略)
コザには、[米軍兵士を相手にする]特殊婦人も多かった。彼女 らのほとんどは、民
家を間借 りしてそこに黒人を連れて来ていた。部屋 を貸 している所には中学生や高
校生 も多 く(中略)環境浄化と青少年非行防止のために、早 く手を打たなければな
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ら な[か っ た](訳注4)[澤砥2000:126-127か ら 引 用]。
越來村の地元指導者たちは、当地の駐留軍と協力 して集落の外部に特飲街(訳注5)を
ま え ば る
設置 した。1949年、米国監督下の琉球政府は、コザ、那覇、真栄原、その他の場所
に特別な歓楽街を設計 した[澤低2000:127]。沖縄人は、歓楽街のコンセプトに対
して、様ざまに反応 した。 しかし、多 くの人にとってそうしたエリアを分けて建設す
ることが 「良家」の子女たちを守ることに資するものと信 じていた[澤低2000:128]。
軍事性労働者 をめぐる一般的なイメージにおいて、人種 と階級をめぐる地元の人び
との理解は、性道徳に関する考え方 と絡み合っていた。基地の町に出かけて米軍兵士
を相手に売春する女性は低所得層の出身だと当時は考えられていた。つまり、彼女た
ちはまともな教育を受けておらず、家族は生きてい くために彼女たちが得る収入に依
存 していると考えられていたのである。インタビューを通 じて、同時期に米軍兵士と
結婚 した沖縄の女性たちは、占領期の性労働者に同情 していることが分かつた。それ
は、彼女たちが、アメリカの軍人と親密な関係をもったことで、同様のイメージをと
もに背負っていたとの自覚 をもつためでもあろう。だが、同情を込めたことばにして
も、適宜選びながら、自分たちは軍事性産業 とは無関係だったことは明確にする。一
例を挙げるなら、ある日の午後、私が ミヤギ ・サ トコとともに彼女のサンルームで和
やかに昼食を摂っていたときのこと、彼女はアメラジアンのための支援団体(訳注6)の
地元支部のケースワーカーとしての経験についてこんな話をした。彼女が仕事で接 し
たある家族は極度に貧しく、母親が本島中部の基地の近 くに住み、そこで働いていた
ため、4人のキョウダイは祖父母に育てられていた。彼女によれば、母親が 「浅はか
な選択」をしたために、子 どもたちは非常に苦労 していたそうである。彼女自身も米
軍兵士と親密な関係を育み結婚 したことも含めて、コザで働 くために村を離れたとい
う彼女本人の来歴は、その話に関係 しないはずがなかった。 ミヤギは、自分が働いて
いる国際的に有名なアメラジアン団体に関わるコメントを述べながら、そのようなイ
メージが現実の ものであ ることを強調 しつつ、軍人 との トラ ンスナシ ョナルな
　ぎ　 　　　 　
男女交際に結びついた否定的なステレオタイプを自分自身か ら遠ざけることのできる
立場にいる。
沖縄市の翻訳家である仲間徹6)は、占領期における米軍兵士との トランスナショナ
ルな男女交際について正反対の理解をする立場から、この時期、性をめ ぐる道徳観や
家族に関する一般的な考えからの逸脱をおそれず、米国人と結婚する勇気をもった女
性たちを賞賛 した。仲間は、占領時に米軍男性 と結婚 した女性たちは、今日、同様に
米軍男性 と結婚する人たちと比べ、本当に驚くべ きものだったと述べた。彼はこう述
べている 「エライナア。アノヨウナコクサイケ ッコン、ヨカッタナア(あの手の
国際結婚は本当に見事なものだった)」。仲間は、1950年と60年代 に米軍兵士たちと
結婚した女性たちを 「旧式の教育」と「旧式の価値」をもつ者 として描いた。彼女たち
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が結婚に身を委ねたとき、それ(結婚)は良いものだった。彼女たちには、キャリア
スキルもなければお金もなかった。彼女たちは、いちど夫とともに渡航すると、もは
や沖縄の友人ならびに家族からの支援をあてにすることはできなかった。そしてふた
たび故郷を訪れることなど想像 もできないことだった。多 くの女性は沖縄 に残した家
族に二度と会うことはできないだろうという思いを胸に渡航 していったのである。
退役軍人や ミヤギ ・サ トコのような軍人配偶者、そして仲間徹のような沖縄の地元
住民、それぞれのコメントから分かることは、一方で軍人の トランスナショナルな男
女交際に対する軍の組織的アプローチならびに地元のアプローチと、他方で軍人個人
ならびに沖縄人配偶者の反応 ・経験 とのあいだに、入 り組んだ関係があるということ
である。米軍兵士についていえば、占領期の トランスナショナルな出会いや結婚につ
いての彼らの語 りの数々は、高圧的で人種差別的な米軍組織に対抗するだけの確固た
る決意をもち、偏見を排する者としての自己イメージを構築 しなが ら、役所仕事的な
壁や非協力的な担当官や従軍牧師の存在を強調する。沖縄人妻についていえば、彼女
たちの語 りは、自身の恋愛 ・結婚経験を、占領期の軍事性労働者にとっての男女交際
の経験とは異なるものとして、慎重に語 り直すものである。本人たちは明確にはそう
意識 してはいないが、こうした語 り方は、性 ・階級 ・モラルの諸相におよんで、米軍
兵士たちとの親密な関係を育む女性を非難する地元の言説 それ自体、軍人の男女
交際を管理する組織の方針との関係のなかで構築 されたものである を補強するこ
とになる。そのような事例の数々は、人種と文化の面から個人の資格 とコミュニティ
のメンバーシップを定義する国家の制度的作為に由来する主体構築の入 り組んだプロ
セスを示 している。 したがって、米軍兵士が関わるトランスナショナルな男女交際に
　 　 　 　 　
対する軍およびコミュニティの様ざまな態度決定に由来するものとしての文化的市民
権の概念は、多面的なものであって、自明なものではない。ミヤギが同情の気持ちを
述べる際に、ことばを選んでそうしたように、自己と市民権についての相反する見解
でさえも、支配的な権力関係を補強 し、自然なものにみせかけることに寄与 してしま
うのかもしれない。
仲間徹のコメントが示すように、占領期の軍人め トランスナショナルな男女交際に
ついての一般的理解は、今 日見 られる関係性 とは対照的なものとして構成 されてい
る。1972年の沖縄返還後、対 ドル相場で円高が進むにつれて、沖縄の人びとにとっ
て最 も目に見えて分かりやすい階級格差一 アメリカの占領者と沖縄の被占領者 とを
分け隔てる社会経済的亀裂 は、全 くといってよいほどその姿を変えた。入隊した
米軍兵士は、日本の経済水準に立って食料 ・衣料 ・住居といった生活必需品を手に入
れることができな くなったことに突然気づかされた。このことは、米軍兵士の トラン
スナシ ョナルな結婚が減少 していることの原因のひとつとみなした くなる。沖縄の有
識者によれば、米軍占領下、軍人の トランスナショナルな結婚は、年に400件ほど成
立 していたと考えられている[澤低2000:17]。現在、各地の役所は、米国人男性
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と沖縄人女性 との結婚の手続きを、年に200件ほど受け付けている。その結果、日本
人女性 と外国人男性との結婚が占める割合が最 も高 く、なかで もアメリカ人が新郎 と
なる割合が最 も高いという点を含め、沖縄は国際結婚の占める割合が最も高い県 とい
う、それ自体評価の難 しい称号を得ている[おきなわ女性財団1999]。
本論文では、以下、今日のマリッジ ・パ ッケージの手続 きとその必要性についての
公式の理由説明を検証 しながら、沖縄への米軍駐留の歴史的 ・政治的文脈を明らかに
する。
IV今 日のマ リッジ ・パ ッケー ジー 手続 きとその理由説明7)
今 日、海兵隊隷下の海兵隊員ならびに海軍兵士むけの結婚に関する手続 きは、キャ
ンプ ・フォスター所在のパーソナル ・サービス ・センターで入手する11頁の説明書
に詳細が記されている。その説明書によると、結婚の手続 きは三段階に分かれている。
「第一段階」は、婚前セミナー、必要な書類の準備、そして健康診断を含むものである。
婚前セミナーは、軍の構成員にとっては必修 とされてお り、出席する当事者には通常
任務を免除することになっている。そして、民間人の婚約者にも参加を推奨 している。
　　　　 　　　　　　
「現地出身」の婚約者には、 日本語 による同時通訳がなされる。軍の構成員は、パス
ポー トあるいは出生証明書または帰化証明書を提出しなければならない。そして、日
本人の婚約者は、所管の役所から戸籍謄本の写 しを入手 し、[英語に]翻訳 しなければ
ならない。
「第一段階」では、両者 ともに健康診断とHIV/エイズ ・結核 ・梅毒に関わる血液
検査をもあわせて受けなければならない。現役軍人は、これらをキャンプ ・フォスタ
ーの海軍病院で受けられるが、日本人の婚約者は、沖縄で唯一、米軍兵士の婚姻手続
きとビザ発給を目的とした健康診断を実施することが認められている、西原にある医
療施設、ア ドベ ンチス トメデ ィカルセ ンター(AMC)に行か なければな らない。
AMCでは、日本の国民健康保険は適用されず、検診ならびに検査の費用(およそ250
米 ドル)は自払である。
婚前セミナーに出席 した後、ふたりは 「第二段階」に進む。米軍勤務者である方の
婚約者は、結婚許可申請のために、在外軍司令官(senioroverseasareacommander)に
許可申請書を提出しなければならない。この申請書には、退役後の就労計画、現在の
銀行口座、所有財産、保険証書、その他の情報を含めての経済状況についての説明を
いれて、生存中はもとより死亡 した場合にも、 どのようにして婚約者を扶養するつ も
りであるかを説明することが求められている。ふた りは、軍の承認が得 られるまでは
結婚できず、結婚が成立するまでは日本人配偶者のための外国人ビザの申請を始める
こともできない。インフォーマントによると、結婚が正式に許可されるまでには、だ
いたい数か月から1年もしくはそれ以上かかるという。
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許可が得 られた後は、キャンプ ・フォスターにあるリーガルサービスオフィスで婚
姻要件具備証明書を入手できる。その証明書は日本語に訳 さなければならず(別途、
料金が掛かる)、結婚証明書 を発行する沖縄各地の役所に提出 しなければならない。
日本人配偶者は役所において必要書類を完成させ、夫婦 と証人二名 とが書類に署名す
る。夫婦は、手数料を支払い、この書類を自治体に提出することで、結婚証明書を入
手することができる。こうして夫婦は正式に結婚が認められるが、日本人配偶者のた
めの米国の外国人配偶者 ビザを入手するには、さらに多 くの事務手続 きの壁に直面す
ることになる。
軍は、在外駐留地における結婚を管理するMILPERSMAN(米軍人事マニュアル)
5320-030号で、今 日のマ リッジ ・パ ッケージについての理由説明を している。それ
によると、「これは、米国の移住法が定める権利 と規約について外国人 と米国市民の
双方に周知するため、そして米国への入国資格がない軍人扶養家族が出てこないかを
見極め、またそうならないようにするために設けられた」としている。このような説
明には、軍人の結婚に関する手続 きと米国への移民ビザに関する手続 きとを重ね合わ
せていることを認め、正当化する含意が見て取れる。マリッジ ・パ ッケージの必要書
類は、基本的に米国への移民ビザの申請に必要な書類 とかぶっている。けれども、マ
リッジ ・パ ッケージのために済ませたい くつかのテス トや審査は、ビザ申請の目的で
再利用することができない。申請者は、これらのステップを繰 り返さなければならず、
健康診断を受けたり、すべての書類を集め、改めて翻訳 した りしなければならない。
それは、下士官の月給を頼 りにする夫婦にとっては、多大な経済的負担となっている。
こうしてマリッジ ・パ ッケージは、外国人配偶者が米国への移民ビザを取得できな
い状況が生 じないように設計されている。もしそのような状況になれば、兵士は命令
を受けて任地を変える可能性に悪影響を及ぼして しまうか らである。MILPERSMAN
の書類には、国際結婚に関 して次のように書かれている。
この手引 きが定めるところの規約は、婚姻を妨げることを目的としたものではあ り
ません。これらの規約は、[結婚に際 しての]意味内容 と義務について正 しい知識を
もたないまま、衝動的に結婚することで生 じる悪影響から、外国人と米国市民の双
方を守るためのものです。
国際結婚の手続 きと移民に関する手続きとが重な り合っているために、外国人新婦
はこの手続 きの主たる対象者になっている。上記の二つ目の文章の内容は、そのよう
な女性の結婚が、 しばしば 「衝動 的」で、結婚に伴 う義務について完全に理解 しない
ままになされるという前提に基づいている。この条項は、外見的誘惑だけで結婚 し、
後に後悔する軍人(なかには配偶者 と子どもを捨ててしまう場合がある)の方を指 し
ているのか、米軍兵士 との結婚願望をもちながら、軍の側から常に疑いの目を向けら
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れてきた沖縄人女性の方を指 しているのかは不明である。それでもやは り、このよう
な文言は、米国に入国しグリーンカー ドを得るために、純朴な若い米軍兵士たちとの
結婚にかける狡猜なアジア人女性という長年のステレオタイプを想起させる8)。オリ
エンタリス ト的な先入観は、「自然」なジェンダー差を語ることばをまといながら、海
兵隊コミュニティ生活支援サービス(MCCS)の婚前セ ミナーにおいて も、要所で姿
を現している。
V婚 前セ ミナー
1972年の沖縄 返還後 、米 軍牧師 と法務 官の手 に よ り、婚前 の法律 カウ ンセ リング
の需要 に応 えるかたちで全 島婚姻 セ ミナーが設立 された。婚前 コーディネーターであ
るロバ ー ト・ラダンスキーが考案 した一 日がか りのセ ミナー は、言語に関わる事柄(第
二言語 としての英語 ・日本語 の授業)、夫婦の居住地 によってかわる夫婦間関係 と扶
養 関係、両親 ならびに義理の両親 との関係 、米 国への転居、ふたつの文化 のなかでの
子 どもの養育、そ して助け合いのネ ッ トワークを築 くこと、 これ らについて取 り上 げ
る ものだった。関連す るワー クシ ョップは=ア メリカ人 と沖縄 人/日 本の歴史 と文化、
料理 やその他 の家事のス キル、軍事 医療施設 、配偶者の雇用、金銭の管理、法律上 の
問題(ビ ザ手続 き、保険、税金 を含む)、育児 などを題材 とす るものだった[Radansky
1987]。
1990年代 、 アメ リカ海兵隊 は、世 界中の軍事基 地で利用 可能 なかたちで婚前研修
を体系化 するために、ラダンスキーのセ ミチーにかえて、 デ ンバー大学の心理学者 が
開発 したPREP(PreventionandRelationshipEnhancementProgram)と呼 ばれ る、夫婦 む
けの包括的 なカウ ンセ リング ・プログラムを採用 した。PREPは、今 日のセ ミナーに
おいて中核 となる ものであ り続 けてい る。その リー ダー ・マニュアルは、 ワー クシ ョ
ップを次 の ような もの として位置付 けてい る。す なわち、それは、「どの よ うに して
効果的に コミュニケーシ ョンをはか り、協力 して問題 を解 決 し、親密 さを損 なうこと
な くもめ ごとに対応 し、愛 ・責任 ・友情 を守 り、高め るか を、カ ップルに教 えるため
の研究 に基づいたア プローチ方法」である とす る[Mar㎞anet.al.1996:6]。プログラ
ムの具体的 な目標は、「(a)建設的 コ ミュニケー ションと紛争解決 スキルを高め、指導
された とお りに実践する こと、(b)対人関係 に関する思 い込 み と期待 を明確 に理解 し、
かつ補正 す ること、(c)責任感 を高めるため に理解力 を高める こと、(d)喜び と友情 、
精神 的なつなが りを維持 し、向上 させ ること、(e)意見対立 と衝突 に向 き合 うため に
合意 の うえでの ルール をつ くるこ と、(f)責任 感 を強化 し、理解 し、維持 す るため の
スキルを開発す ること」にある[Mar㎞anetal.1999:19]。このPREPリー ダー ・マニ
ュアルには、異文化間 も しくは国際的なカ ップル向けに特化 した指導方法は含 まれて
いない。
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セ ミナーの全体 的な内容構 成は毎月同 じである。初 日、プログラムは、午前8時15
分 か ら午後4時30分 まで続 き、米 国へ の移住、米 国市民権 の手続 き、財政上 の問題 、
法律上 の事柄 、お よび基地で受 けられ る社 会的支援 についての、一連 の説明会で成 り
立ってい る。 これ らの説 明会 は、午後2時 に終了 し、初 日の残 り時間 と2日 目のすべ
ての 時 間は、PREPに充 て られ る。 セ ミナ ーの コマデ ィネー ターの記 録 に よる と、
2000年1月か ら2001年12月まで の2年 間で、合計387人の現役兵 士がMCCSの 婚 前
セ ミナーに参加 し、その うち206人(53パー セ ン ト強)が 日本 人女性 と結婚 していた。
私 が観 察 した2002年3月の セ ミナーで は、参加 した17人の兵士の うち15人が、 日本
人女性 と結婚 していた。
私が 観 察 したセ ミナ ーで は、海 軍の従 軍牧 師 であ るバ トリ ック ・バ ックマ ンが
PREPプログラムを主宰 してい た。バ ックマ ン牧師は、部屋の前方 か ら参加 者に話 し
かけていた。彼 は、 キー ワー ドをホ ワイ トボー ドに書 きなが ら、 その一つ ひとつ につ
いて、PREPマニュアルに書かれてい るとお りに説 明 した。す なわち、増長(Escalation)、
無 化(lnvalidation)、否 定 的解釈(NegativeInterpretations)、閉 じこ も り(Withdrawal)、
忌 避(Avoidance)、探 り合 い(MindReading)、人格 否定(CharacterAssassination)、破
滅的解釈(CatastrophicInterpretations)、非難(Blami gな どである。 日本語話者が理
解で きるように通訳が雇われていて、バ ックマ ン牧 師は、適宜 、講義 を止め、彼が伝
えたポイン トを通訳の女性 に説明 して もらっていた。通訳 内容 は切 り詰めて要約 した
もので、多 くは、牧師がホ ワイ トボー ドに書 いた断片 的なこ とばの逐語訳 に終始 して
いた。多 くの女性た ちは、牧師が ときお り差 しは さむ寸話や冗談 を理解す るの にア メ
　 　　 　　
リカ人婚約者に頼っているように見えた。アメリカ人の参加者が笑って楽 しんでいる
ように見えた一方で、多 くの日本人女性は退屈 しているように見えた。
バ ックマン牧師が説明 した話題のい くつかは、PREPリーダー ・マニュアルには出
ていないものだった。補足の講義では、主に男女の違い、そして異文化を背景にもつ
個人間の違いについて触れるものだった。例えば、初 日前半の講義で、彼はこういっ
た 「神は、男と女を造られました_そ して、男女は、相手が何を考えているかに`
ついて、自分たちそれぞれで学ぶ術 をつかまなければなりません_男性と女性は、そ
れぞれ違ったかたちで物事 を判別し、物事に反応 し、物事を通 して思考する、それは
事実です。そ して、もし私たちがそのことを理解できて、違いの存在を否定 しないな
らば、私たちははるかに良い関係 を築 くことでしょう」。PREPマニュアルは、男性 と
女性が異なるコミュニケーション戦略を採る傾向があると述べているが、バックマン
牧師はここからさらに踏み込んで、ジェンダー差をめぐる生物学的モデルを拡張した
わけである。
バックマン牧師の講義のうち、PREPのリーダー ・マニュアルの内容紹介を超える、
もうひとつの話は、ことばの壁 と文化的な違いが結婚にどのような影響を与えるかに
ついてのものだった。アメリカ人と沖縄人の夫婦を中心 とした聴衆向けに講義を組み
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立てるなかで、彼は、言葉の壁のために重要な問腫あるいは心情について、配偶者と
コミュニケーションを尽 くすことができないことにまつわる不満について語った。こ
の論点は、「彼女たちが英語をよく知 らないために気持ちを共有することが余計に難
しい」という男性参加者の発言に由来するものだった。その後、牧師は、夫がはっき
りと話さないために生 じた夫婦間の言い争いを解決する方法について、グループにた
ずねた。これに応えて、参加者のうち、ある軍人が声をあげた一 「日本語教室でし
ょ」。会場か ら笑い声があが り、従軍牧師はその発言を冗談として片づけて しまった
「なんですって。 日本語教室。ええ、まあ。で、ほかに何かできることはないん
ですか」。
文化的差異に関する従軍牧師の話は、ジェンダー差についての話に類似 したもので
ある。彼の講義では、アメリカ文化と沖縄文化は、男性 と女性 とほぼ同 じように対極
的であり、それぞれ特殊で、それぞれに完結したものとして表現されていた。
沖縄文化のなかでのご自身の経験を振 り返ってみましょう。面 目を保つこと、礼儀
正 しくあることが、沖縄人の信条の根本にあるはずです。アメリカ人であるあなた
は、何でも包み隠さず言 うものだと考えて、奥さんに何でもすべてぶつけてしまう
かもしれません_そ んなとき、実はあなたが間違っていて、しかも彼女自身、あな
たが間違っていると分かっていても、彼女は、自分の信条に従って、静かに、そし
て穏やかに応対することでしょう。
要するに、ジェンダーと文化の差異についての牧師の講義は、文化的 ・言語的背景
が異なる男女間 ・夫婦間の生物学的かつ文化的要因による誤解として、夫婦間のコン
フリク トを捉える理論を補強するものだった。社会的差異、ジェンダー、そして文化
的差異をめぐるこのような説明は、人間関係における力関係の不均衡を当た り前のも
のとみな し、アメリカ人男性 と日本人女性との間の 「自然」な差異の一部 とみなすも
のである。例えば、ことばの壁に由来する夫婦間のミスコミュニケーションは、沖縄
人女性が十分に英語を使いこなせないこと、そして感情表現を慎む文化的に育まれた
態度によるものとみなされている。前述 したとお り、従軍牧師とセミナー参加者たち
は、米軍兵士の男性が 日本語を学ぶ可能性について、これを笑い飛ばした。沖縄にお
ける言語使用条件を決定 し、英語を当事者間の第一言語にしたのは、いうまでもなく、
アメリカ人と沖縄人との間の不均衡な力関係の歴史である。従軍牧師の講義のなかで
は、こうした力関係が目に見えないかたちで埋め込まれていたのである。
W軍 人家族の理想像をつ くる
ジェンダーそ して民族/人種の差異に関する米軍の組織的モデルは、バ ックマ ン牧
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師による説明に、基礎 となる論理 と全体の構成とを与えるものである。文化的市民権
が沖縄固有の文脈のなかで形作 られていく過程、とくにそのジェンダーの側面に関わ
る過程が、セミナーのなかで繰 り返 し登場する理想的な軍人家族のイメージのうちに
姿を現している。前述のとおり、第一のテーマは、男性と女性は本質的に異なるとい
うことであった。これは、第二のテーマー 夫婦の絆は最 も基本的な親族関係であ り、
それゆえ核家族世帯が軍コミュニティ内における標準型だとする考え方 にも通 じ
るものである。関係悪化の起点(RelationshipTroubleSpots)に触れた導入部分の話か
ら、文化的背景によって異なる精神的態度に関する話まで、従軍牧師は、もめごと ・
話 し合い ・妥協について、もっぱら夫婦間の事柄に触れていた。子供たちの存在が意
見不一致の原因になりうることが述べ られ、また生家の両親そして親族は、配偶者 と
子どもに対する最重要の家族的責任に尽 くすべ き日常 をか き乱す存在 とされていた
亡 くなった親の法事に出席するために沖縄へ飛んで帰る沖縄人女性 をその一例 と
していた。一方で、拡大家族の成員たちとの日常的な交流、アメリカや沖縄の親戚へ
の金銭的援助、身近な家族 との絆を維持するために行き来すること、結婚に反対する
義理の親や家族 とコミュニケーションをとることの難 しさなど、これらトランスナシ
ョナルな軍人夫婦がよく直面する状況には触れることがなかった[Forgash2004]。
フェミニス トの学者は、次のように主張する。すなわち、男性と女性 とが根本的か
つ本質的に異なっているという考え方が、軍の内部に浸透 していて、男は戦闘に加わ
ることで国に奉仕 し、女は軍人の夫を支えることで国に奉仕 しているという軍事イデ
オロギーの基礎にあるということである9)。自律的な核家族 という考え方は、配偶者
を夫や軍のコミュニティに縛 りつけ、外部との関係や義務にかき乱される可能性を減
らす点で、明 らかに軍の利益にもつながっている。その 目的は、軍人とその配偶者に、
　　ぶ　　　　　　　　
目指すべ き「即応態勢」を高めるための人間関係の構築 を促すことである。沖縄に駐
留する海兵隊のように即応態勢をとる部隊は、かつては結婚することに対して強く反
対したものだが そのため、よく引 き合いに出される文句は 「女房が必要だったら
海兵隊が支給 していたはずだ」だった いまは核家族を推奨している。そのような
イデオロギーが米軍の婚前訓練に浸透 していることは偶然ではない。近年、イラクや
アフガニスタンへの派兵、離婚率の増加、新規入隊者の不足があるなかで、海兵隊は、
結婚促進プログラムへの資金を増やし、より多 くの支援策を講 じてきた。「これは完
全に人員確保の問題である。隊員には海兵隊を辞めないで もらいたいので、我々は配
偶者を巻き込もうとしている」と、ある司令官が説明 した[Rogers2005]。
それゆえ、即応態勢を維持することが、結婚 と家族に対する軍の態度決定における
現実的な関心である。結婚手続 きに進む沖縄人の配偶者候補の人数を減らしてい くこ
とが、この目的にほぼ合致する。現在の結婚手続 きでは、 日本人あるいは沖縄人の女
性は、軍の決定を受け入れることしかできないが、その一方で、その婚約者であると
ころの米軍兵士の側は、その手続 きにおいて僅かなが らも主体性を発揮することがで
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きる。民間の女性は、マリッジ ・パ ッケージを完成させるために必要な法律行為を行
なうことが認められていない。重要なのは、日本人 ・沖縄人の妻は、米国市民ではな
いという理由ではなく、米軍の現役の構成員ではないという理由のために、米軍基地
では何の法的権利 も与えられていないということである。 日米地位協定では、「軍人
扶養家族」のカテゴリーによって(a)配 偶者と21歳未満の子ども、あるいは(b)
収入の半分以上を米軍兵士の扶養に拠っている親 と21歳以上の子どもと定義 される
あらゆる国籍の軍人配偶者は法律上の被扶養者となるが、それは米軍 と日本政府
のどちらから見ても自律性 をもたない存在である。沖縄人配偶者は、このように日本
の米軍基地に滞在するアメリカ人の非軍人配偶者と同様に法的権利に制限がある。小
包が基地にある家に届いたときの受領確認書への署名や放課後の活動に子 どもたちが
参加するのを許可する承認のような簡単なものを含めて、法的書類に署名することさ
えもできない。法的行為はすべて、軍の現役構成員を通さなければならない。米軍組
織のこのようなジェンダー構造によって、民間人配偶者の被扶養関係は、法的に力を
もたない女性や子どもに対 して米軍兵士の男性が法的権限をもつというかたちでのジ
ェンダー面の階層秩序を構成している。 日本人 ・沖縄人の配偶者にとって、結婚に関
する法令と日米地位協定が全体 として意味するところは、米軍と日本政府が築 き上げ
た人種的 ・ジェンダー的階層秩序において、彼女たちが最下層のカテゴリーを占めて
いるということなのである。
東アジア ・東南アジアにおける米軍配備の広範なジェンダー的文脈 を見てみれば、
あからさまな方法による、「受入地」の人びとに対する、ジェンダーとセクシュアリテ
ィの面での搾取と支配とが、米国が当該地域に軍隊を配備するなかで必然的に生 じて
いたことは明らかである10}。そうした支配において特筆すべ きことの一つに、性的暴
力がある。複数の歴史研究者による見立てによれば、沖縄では、終戦直後の混乱期に
1万人 もの沖縄人女性が占領軍の兵士にレイプされた可能性があり、そのほとんどの
女性は差恥心 と恐怖心のために犯罪被害を報告することがで きなかった[Fisch1988]。
公式記録では、1972年から2005年までに、沖縄人女性 に対する米軍兵士の犯罪は
5394件以上にのぼると推定されている。それには、広 く報道された1995年9月に発
生した二名の海兵隊員と一名の水兵による12歳女子児童に対するレイプが含まれる。
女性団体は、女性 と少女に対する暴行事例のうち、被害届が出されていないものとし
て、さらに300件について記録 している[AkibayashiandTakazato2009]。結局のところ、
沖縄のすべての地域において、米軍兵士と 「現地出身」の女性 との恋愛関係 を含む男
女交際を規制するうえで重要な役割を演 じてきたのは、軍の制度/管 理体制であり、
それは占領期のAサ インシステムに類似 したシステムによって、加えて人事管理、国
際結婚ならびに家族に関する規定や規則によっても進められてきたのである。近年で
は、米軍の駐留に関連する問題が続いているため、「基地 ・軍隊を許さない行動する
女たちの会」(OkinawanWomenActAgainstMilitaryViolence)を含む、平和 ・人権 ・反
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戦 を訴 える女 性 団体 が数 多 く登 場 し、 国 際的 に注 目を浴 び てい る[Akibayashiand
Takazato2009;Francis1999]。これ らの団体 は、軍事力 に よる安全保障 とい う考 え方
を批判 し、む しろ戦闘訓練 と軍隊経験 が怒 りと攻撃性 を引 き起 こ し、そのはけ口が し
ば しば基 地 を抱 え る地域 の女性 に対 して向 け られる こ とにな って いる と主張 してい
る。
皿 軍組織の支配への反応
婚前セミナーは、ジェンダー ・人種の境界線に沿って資格 と帰属を決定する軍組織
のイデオロギーに支えられた理想的な軍人家族のモデルを提示するものである。 しか
し、地位 ・アイデンティティ ・資格についての軍の制度的概念をめぐる個人それぞれ
の経験 と対応は多面的であ り続けている。米軍兵士 とその家族に共通する反応は、マ
リッジ ・パ ッケージに備わる制度的管理に対する抵抗である。例えば、米軍兵士と沖
縄人配偶者は、自分たちの関係が、「不純な」「不適切な」あるいは疑わしい動機で結
びついたカップルという軍のステレオタイプとは全 く異なるものであることを強調す
る。前述 したように、ミヤギ ・サ トコが同情のことばを慎重に選び取っているのは、
その一例である。そのうえ、軍内部の結婚手続きの壁は、両親からの同意が得 られな
いこととあわせて、とくに米軍兵士に 「僕たちふたり、この世界をすべて敵に回して
も...」といった気持ちにさせるのである。
私たちは、お互いの気持ちをかたちにして、結婚に踏み切 りました_し かも、私は
軍隊にいる。私が合衆国に戻るとき、軍は彼女の渡航費を出 した り、基地に住める
ようにした り、身分証明書 を出したり、健康診断を受けさせることはないでしょう
.私は、すべて自分で納得 して決めるのを好む人間です。もし私が自分自身で結婚
しないと決めるのなら、それでいい。でも、それは、私の選択、私の判断でなけれ
ばならないのだから、政府に 「ああ、君には十分な時間がないんだよ」なんて言わ
れた くはあ りません。
ときに、そ う した冷静沈着な態 度は、強い トー ンで現れ る。
面会すると、司令官は何かと指示 してきます。司令官は、彼女への私の愛について
何 も知らない。それで、何か しら不可能だと言われれば、言われるほど、それをし
たくなる。だから、意固地な若者は、自分の男 らしさを証明しようと、こう考え始
めるんです 「じゃあ、や りぬいてみせ ようじゃないか1」 って。
振 り返れば、ある兵士はこう述べていた 「大騒 ぎしたり床を踏み鳴 らした りし
)
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ておけば、必要な段取 りができることが分かったんだ」。
こうした態度 も、結局のところ軍組織の意図にかなうものである。煩雑で時間のか
かる結婚手続きを課すことは、制度的支援 を求めた り軍のリソースを使ったりせず、
なんとかやっていけるだけの献身的かつ自律的な軍人と家族をできるだけ育むことに
なるなど、い くつかの点で軍の利益 となる。 もっとも、これに備わる厄介な制度的手
続 きにしても、上述のような頑固さにしても、つねにカップル、とくに沖縄人妻のた
めになるわけではない。イラクとアフガニスタンにおける現在進行中の戦争への部隊
展開がエスカレー トするなかで、米軍兵士 とその配偶者のための公式プログラムに、
不倫 ・離婚率の上昇についての率直な意見交換の場が含まれることになり、そのこと
で支配と管理の姿がますます露わになっている。不誠実な軍人配偶者か らの絶縁状
("DearJo㎞"letters)が増えているといった噂を持ち出してきて、ある沖縄人インフォ
ーマ ントの夫にあたる海兵隊員は、夫婦ふたりで稼いだ貯金を自分だけが利用できる
口座に移 し替えて しまった。
興味深いことに、沖縄の家族とコミュニティの側にも米軍兵士との結婚に反対する
声があることで、沖縄人配偶者にも「私たちを認めない彼ら」という考えをもたせる
場合が多 くある。この論文の冒頭に取 り上げたユキ ・アイズナーは、父親に逆 らって
宮古島を離れ、沖縄県の県都 ・那覇に移 り住んだ。それは、彼女が18歳のときだった。
彼女は、サルサやヒップホップ音楽を演奏 し、米軍兵士の客をもてなす、基地近隣の
ダンスクラブに週末 よく通っていた。ユキは、2002年に、海兵隊下士官兵であるジ
ゴシュ ・ライズナーと結婚 した。ユキは、父親が高齢になるにつれて彼女に宮古島に
とどまって自分 と妻の面倒を見てほ しいと思っていたことが分かっていたため、喧嘩
口調で、それはチ ョーナン(長男)の義務であるとして自分の兄に責任転嫁 した。
それは兄の役 目です。兄はチ ョーナンです。私の父もチ ョーナンです。祖父もチョ
ーナンです。祖父の父親もチ ョーナンです。そういうたぐいの家族のなかで一番若
い娘なので、私は両親が死んでも土地もお金 ももらえません。もし両親が私の助け
を求めるなら、私はそうしますが、両親に自分の人生を支配させません。
ユキは、沖縄固有の親族規範の語 りを選び取 りなが ら、宮古島を離れる自分自身の
選択の正 しさを説明 し、なおかつ米軍兵士の男性 との結婚を選んだ自分自身の決意の
正 しさを説明した。結局のところ、ユキの反抗的な態度は、理想的な軍人家族をめぐ
る軍仕様のイメージ、すなわち拡大家族から独立 し、即応可能な核家族という家族像
と符合するものだったのである。
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皿 結論
米国陸軍戦略研究所の中佐アンドリュー・サーニキー[Cemicky2006:46]によると、
「きちんとした訓練を受ければ、兵士たちは、強い忠誠心、誇 り、自信 を自らのうち
に育んでいく。民間人に対する優越感をも身につけてい く」。沖縄そして全世界の米
軍基地における公式の結婚手続 きならびに家族に対する規則群は、即応態勢のために
必要な制度的要件に見合った軍人家族を育むことを目的とした重要な統治手法であ
る。マリッジ ・パ ッケージのプロセス と婚前セ ミナーは、自分たちのニーズよりも部
隊のニーズを優先 させるべ き関係として結婚と家族関係を理解する考え方 を補強す
る。そのようなプロセスは、責任 と自律ど同様に、文化的優位性 と権利の観念を生み
出しながら、沖縄固有のかたちで文化的市民権を形成することに寄与 している。
かつては、米軍兵士 と沖縄人 との社会経済的格差が、米軍兵士の側がもつ優越感を
支えていた。このことは、沖縄人女性 と結婚 した米軍兵士の男性 とのインタビューで
も明らかになった。
彼女の母親はいつも私たちのデー トについて来ました。父親は戦争で命 を落とし、
家族は非常に貧 しかったが、私には車があ りました。私たちは車で海岸に行 き、本
島北部にも行 きました。彼女の母親はこれまであまり外出をしなかったので幸せそ
うでした。私は彼女が とても感激 しているのを見て嬉 しかった。私は、サンタクロ
ースのような気分でした。
権利 と責任 をめぐる個人それぞれの考え方は、婚前カウンセリングにおいては軍司
令官と牧師によって、ビザ申請プロセスにおいては米国領事館によって.強化 されて
きた ものである。最近では1987年に、那覇市の米国領事館職員が、ある空軍兵士 と
その沖縄人妻 との新婚夫妻に対 して、こう告げた 「純粋に彼女を連れて米国に帰
るなんてこと、君にできはしないよ。彼女は、ただ市民権を得るためだけに行 くんだ
から、結局は、君 をおいて消えてしまうはずなんだ」。
今日でも、アメリカ文化 と米軍兵士のライフスタイルを優先する考え方が、婚前セ
ミナーの場で広 く行 き渡っている。現役の米軍兵士であ りながら、沖縄人女性 と恋愛
関係 にあることの意味についての諸々の考え方 軍人の言語 ・家族 ・経歴を優先す
るという前提 を含めて から、当事者間に様ざまな不平等の立場を生み出し、ジェ
ンダーと民族/人 種の境界線に沿ってセミナーの参加者を区別 している。このような
軍組織主導の文化的市民権の形成は、 日本の植民地主義そ して米国による占領政策、
そ して沖縄 における継続的な米軍駐留から生 じた、歴史的に特殊な力関係 をその背景
とするものであ り、それらのすべてが深 くジェンダー化されている。 したがって、沖
縄人妻は、夫が日本語 を学ぶのを期待 しない傾向にあ り、英語を学べば、新たなキャ
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リア獲得の機会を開き、グローバルな市民権への権利を正当化するのに役立つと自ら
述べているのである。
同じようなかたちでの文化的市民権の形成は、米軍が駐留 している世界各地で起 き
ている。沖縄のように、これ らは地域特有の国際結婚の手続 きと管理に裏付けられて
いる。ジェンダーおよび文化の面での帰属の当否をめぐる覇権主義的な考え方は、経
済的に停滞 し政治的に従属を強いられている国や地方における米軍部隊の駐留につき
まとう政治的 ・社会的不平等を覆い隠すものである。そのような考え方は、米軍によ
る支配を支え、正当化するうえで欠かせない意味の構造を作 り上げているのである。
組織的な管理 と統制に対する抵抗が米軍兵士 とその家族 との間に共通 して見られる
反応ではあるが、このことがどのようにして既存の力関係 と衝突するのかについて、
予断することはできない。厄介な結婚手続きは、自律 した兵士 と家族を育むことにつ
ながる。それは軍の目的にかなうものであるが、それが沖縄人妻のためになるとは限
らない。たとえそうであっても、一人ひとりの個人は、順応するものである。リック・
マーシャルの妻チエ ミは、次のように述べた。
お金の管理は彼がやっていました。任地にいるあいだも、任地を離れたときも、い
つも。お金がいくらあるのか知 らずにいたので、一銭 も無いことがある日突然分か
ったということもありました_彼は気が強 くて、亭主関白でした。といっても、私
も負けずに気が強いので、これ以上黙っているわけにはいきません。
2009年、ジョシュ ・アイズナーとユキ ・アイズナーの軍組織内での地位が改善した。
米国への出向を終えた後、海兵隊はユキにコマンド・スポンサーシップの付与を認め
た。夫妻は、家族のヘルスケア、渡航費支援、基地内住居の利用、基地外に住む場合
の金銭的補償 というかたちで、軍の支援を得られるようになった。だが、アイズナー
夫妻は、あの北中城の手狭なアパートを想い返し、いまでもそこに愛着を感 じている。
単なるノスタルジーという以上に、これまでの夫婦生活のなかで最高の場所だったと
いうことで、夫婦の意見は一致 している。軍人住宅や軍から支給 されるその他の報酬
や報償は、評判 とはほど遠いものであった。考え方についても個人の状況についても
変わりゆ くなかで、このような経験は、沖縄そ してグローバルな米軍コミュニティに
おける、文化的市民権 ・アイデンティティ ・男女交際の壁を乗 り越えていこうとする
人びとの糧となっており、またアメリカ帝国の文化的再生産にとっても重要な意味を
もっている。
訳 注
1)本 論 文 は 、RebeccaForgash,`NegotiatingMarriage:CulturalCitizenshipandTheReproductionofAmericanEmpire
inOkinawa,"Ethnologソ'AnInternationalJournalofCulturalandSocialAnthroρology,48(3),2009の全 訳 で あ る 。
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本論文 を土台に した講演(lntimacyAcrosstheFencelines:Memory,RaceandU.S.EmpireinOkinawa、2017年4
月14日、第866回東京都立大学 ・首都 大学東 京社 会人類学研 究会)を お引 き受けいただ き、また本論文 の
翻訳 出版 を許可 して くだ さったRebeccaForgash教授 に、そ して数 々の貴重 な ご助言 を下 さったSuIlKim
教授 に、記 して感謝申 し上げます。
原文 にあ るチ ャプレン(chaplain)は、priest、clergyman、pastor、ministerなどの牧師 と異な り、学校 ・病 院 ・
刑務所 など教会以外の団体や施設に奉仕す るキリス ト教の聖職者 を指 す。 したが って本訳文では、チャプ
レンを 「従軍牧 師」に統一 してい る。
近年で は、沖縄駐留 米軍 を文化 人類学 的に考察 した もの と して クリス トファー ・エ イムズ(Christopher
Ames)の研 究(「『軍人』か ら 『外人』へ 沖縄 における沖縄県民 と米軍の相互 関係 についての民族誌学 的
一 考察」(佐和 ・松 枝 ・サベ ジ訳、2010年)『コン タク ト ・ゾー ン』3:72-105ならび に"CrossfireCouples:
OkinawanWomeninRelationshipswnhAmericanMilitaryMen,"InS.MoonandM.H6hneds.(2010)OverThere:
LivingwiththeU.S.MilitaryEmρire.1;romMorld〃hrTwotothePresent.DUkeUniversityPress.)があ る。田中雅一
らによる研究(田 中編2015『軍隊の文化 人類学』)では、軍隊 と家族 にまつわる トランスナシ ョナルな関係
や戦後沖縄の女性 について も論 じられてい る。
ここで紹介 されている島マスの語 りは、澤抵[2㎜:126-127]からの引用 をもとにしてい る。 なお、澤砥
[2000]は、島マス先生 回想録編集委員会編 『島マスのがんば り人生』(1987年)の78頁と、外間米子 「屈辱
と栄光か らの出発」沖縄婦人運動史研 究会編 『沖縄 ・女たちの戦後一 焼土 からの 出発』(1996年)の46-47
頁 とにそれぞれ記述 されている島マスの語 りを並置 して紹介 してい る。 したがって、本論文の引用 も、両
初 出文献 にあ る二つの語 りを再構 成 した もの である。
「特殊飲食店 街」の ことを指す が、沖縄 では 「特飲街」と略 されて使用 されていた。前 述 したAサ イ ン(A
サイ ンのAはApprove=認可 の頭文字 をとった もの。米軍統治下の沖縄 の夜 を象徴す る言葉 の一つに 「A
サインバ ー」の表示が ある)を掲示 したキャバ レーやバー等 で形成されてい た(沖縄 タイムス社編 『沖縄戦
後生活 史』1998年.'247頁を参照)。米軍人、軍属の健康 と福祉 の増進 を目的 として設 け られた。
アメラジアン(Amerasian)はアメリカ人 とアジア人の両親 をもつ子 どもを指す。
原 注
1)本 調 査 は、 ウ ェ ンナ ー ・グ レ ン財 団 、米 国社 会科 学 研 究 会 議 、 デ ンバ ー メ トロ ポ リタ ンス テ ー トカ レ ッ ジ
教 養学 部(SchoolofLetters,Arts,andScience)からの研 究助 成 を得 て実 施 した もの で あ る 。 名桜 大 学 の瀬 名
波 榮 喜 先 生 と山 里 清 先 生 の お 力 添 え に 感 謝 致 し ま す 。 沖 縄 在 住 のRandyTulabut氏、HirataMasayo氏、
TakushiEtsuko氏、KarenHanovltch氏、HirokoRomth、そ して 草 稿 に コ メ ン トを 寄 せ て く だ き っ たEIIen
Basso氏、SusanPhilips氏、GailBernstein氏、RaeShevalier氏、KenVickery氏に記 して 深 謝 申 し上 げ ます 。
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これは2001年か ら2002年にか けて沖縄で おこなった民族誌 的フ ィール ドワー クによ り情報 を得 たもので
ある。本論文 では情報提供者の プライバシーを守るため仮名 を用い ることとする。
沖縄 にお けるこの ような夫婦 の実 数を知る うえで、 日本政府 と米軍の統計のいず れ も確 実な もので はな
い。沖縄各地 の役所 は、アメ リカ人男性 と沖縄人女性 との結婚の手続 きを年 間約200件受け付 けている[お
きなわ女性財 団1999]。だが 、県内での件数には、 グアム、ハ ワイ、あ るいは米国本土 に飛 んで、そこ
で結婚す る夫婦 は含 まれていない。 また、米軍 の記録 は、軍の公式 な許可な しに 「町に出て」結婚す る夫
婦を含 まないため、なおさら網羅的でない。
数 ある個 人のホ ームペー ジやプ ログには、身分行為を管理す る結婚 の手続 きと規則をめ ぐる米軍兵士 の経
験や不満が述べ られている。例えば、非常に批 判的な記事 に、退役飛行士 のロバー ト・ハ ンブル(Robert
Humble)のホー ムペー ジがある。二つ 目の事例 は、Allen[2000]と灘[2㎜]を もとに している。
軍人 との トランスナシ ョナルな結婚関係 をもつ、 もしくは もっていた沖縄人女性24人と米軍人男性14人
に対 して半構造化 インタビューを実施 した。 回答者 の約3分 の1は、1972年の沖縄返還以前 に結婚 した人
び とだ った。 それ らの結婚事例の うち、3分の2が一般兵(enlistedmen)の結婚で、残 りの3分の1が士官
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(othcer)の結婚であ った。半数以上(57パー セン ト)が白人兵士の結婚であ り、約3分 の1が非白人を自認
する兵士 の結婚 であった。参与観察は基地内外 ぞ巽施 し、地方 自治体が後援す るコミュニテ ィ ・イベン ト
や沖縄人配偶者 のために米軍基地 でお こなわれた公式 ワー クシ ョップへ の参加 、そ して地元の レス トラ
ン、シ ヨッピングエ リア、海岸、バーやクラブでの非構造的観察 を含 めて実施 した。
仲間徹 は、本人の実名の まま表記する。それは彼 の話がすで によく知 られているためであ る。彼の翻訳 ビ
ジネスや国際結婚の カップルを相手 に した仕事 は地元新 聞やNHKの ドキュメンタリーで取 り上 げ られた
(例えば、2002年1月16日付 け琉球新報記事)。
ここでの論述は、沖縄駐留の アメリカ海兵隊に当てはまるものである。海兵隊 ・海軍 ・空軍 ・陸軍は、す
べて婚姻 手続 きを管理す る規則 をもつが、部門 ・任地 ・任期 によって まちまちであ り、司令官が誰かによ
って も異なる。例 えば、空軍兵士の場合は、結婚相談や健康診断、財産申告、さ らには結婚許可申請を含
めて、すべて任意 である。
この ようなステ レオタイプの内容や歴史については、それが米国 と日本の両政府 間の政治 ・経済的関係に
結びついていること、そ してそれが 日本人の自己意識 ならびに欧米的他者を求める態度 に影 を落 としてい
ることを含あて、Johnson[1988]、Kelsky[2001]、Liu[2003]、Ma[1996]の研究で詳 しく論 じられてい
る。
HarrisonandLalibert6[1997]が指摘する ところに よると、軍 は、社会 的に構築 された男 らしさと女 らしさ
の対比 をもって、男 たちを戦 闘可能 な部隊へ と動員す ること、そ して夫が任地にいるあいだ家事 と育児の
すべて を引 き受け、夫が新 しい任地 に赴任するたびに有給 の仕事 を辞め、軍 コミュニティにお ける無給の
ボランテ ィア活動に多大 な時 間を費や さなければな らない妻 に対 して、過度な期待 をす ることを正当化す
るための基本原理と している。
10)ア メ リ カの 軍 国主 義 が もつ 、 こ う した側 面 に 関 す る学 術 的 研 究 に は 、Cheng[2010]、Enloe[1989,2000,
2007]、Lutz[2009]、Moon[1997]、SturdevantandStoltzfUs[1993]、Ynh[2002]があ る 。
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